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令和 4 年度 

日吉台夏まつり 

開催要項 
 

 

日時 令和 4 年 7 月 30 日（土） 

  17:30～20:00 

  雨天の場合 7 月 31 日（日） 

場所 日吉台小学校グラウンド（校内禁煙） 

 

日吉台夏まつり実行委員会 

 
 

実行委員会組織       P.2 

開催スケジュール       P.3  

出店内容表        P.4 

準備物集計表        P.5 

パフォーマンスタイムスケジュール    P.6 

ライン引き用図面       P.6 

テント詳細図・火気・機材配置図     P.7 

会場準備及び片付け要領      P.8 

運搬用トラックタイムスケジュール    P.9 

準備・設営・片付け・翌日清掃について    P.10 

予算書         P.11 

コロナ対策        P.12 

開催判断基準        P.14 
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パフォーマンスタイムスケジュール 
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コロナ対策 

 

5 月 29 ⽇実⾏委で決定した、夏まつりでのコロナ対策で、記載事項のうち、太字部分はこの会議およびその後に質問、
指摘やご意⾒があったものです。 
さらに 6 月 1 ⽇付で改訂（緩和）された滋賀県のコロナ対策案を反映し（赤字部分）しました。  
 
基本⽅針︓滋賀県チェックリストに基づいた対策をとる 

 
 
➡ マスク着用ルールが緩和、事前検温がチェック項目から外れた 

 
全般対策 
 

1. 開催時間を 17︓30〜20︓00 に短縮（接触時間を減らす） 
2. マスク着用（開催時点で最新のガイドラインに準拠） 
3. 場内各所に消毒液を配置、トイレには消毒スプレーを置く 
4. ゴミ箱、ゴミコンテナ廃止 
5. 入場票にて氏名、連絡先、体温等把握（未測定時等必要に応じて）検温 
6. 開催者、サポートスタッフ、出店団体、出演団体については名簿提出（氏名、連絡先、体温記入） 
7. 一人当たりの専有面積は 3〜4 ㎡（2m 間隔）を基準とし、必要な面積や定員を算出する 
8. 広報内容︓感染対策に理解を求め、協⼒いただきたい内容等を知らせる 
9. 広報⽅法︓積極的な広報を控える ➡ 小学生作成のポスターはやめる 
10. 広報時期︓6 月実施、注意事項等回覧、7 月プログラム・入場票配布 
11. 消毒薬については、非アルコール系のものも準備する。（受付に置く） 
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受付対策 
 

1. プログラムに氏名、連絡先、などを記入する入場票（文末に参考⾒本添付）をプログラムに印刷して各⼾配布。
記入したものを受付に持参してもらう。  

2. 17 時からグラウンド側出入り口でのみ入場受付、他の出入り口は閉鎖 
3. 入場票確認、（未読亭の場合のみ）検温、手指消毒（場内各所の消毒液は夏まつり予算で購入）、ゴミ袋を

一人一枚手渡しし、ゴミ持ち帰りを依頼 
4. 受付の制限時間は設けず、但し密状況次第で判断 
5. 入場票あれば、非自治会員及び⽇吉台住⺠以外も参加可とする。（現地に入場票設置、入場票の無い来場

者には現地で記入、検温） 
6. 受付時の混雑を避けるため、ゲート数、⻑机等の数や配置を検討する。 受付は自治連（各自治会）が対応

（感染リスクに配慮した人員配置になるよう、詳細要検討） 
 
出店対策 
 

1. ⾦銭授受担当者と食品取扱者を分離、別机を使用するか、仕切りをつける。（詳細各店で検討） 
2. 待ち⾏列が密にならないように配慮する。（整理券を配布する等各店で検討） 
3. 出店者は全員使い捨て手袋（夏まつり予算で購入）を着用し、適宜交換する。火気を扱う場合は引火しないも

のを使用する。 
4. 調理器具に直接手で触れた場合は、直ちに消毒する。食品を扱う机などは定期的（30 分に 1 回）に消毒す

る。 
5. 出店者のテント内定員は 8 名〜最⼤ 10 名とする（2 間×4 間テントの場合約 26 ㎡） 
6. 飲料は不特定多数の客が手を入れるような水槽に入れて販売しない。 
7. 飲料は缶から飲むことを原則とし、紙コップは使わない。（ゴミ対策） 
8. 呼び込み禁止。 
9. 飲食場所はテント配置、演ずる場所決定後、適当な場所に密を避ける間隔でエクセルを設置する。 
10. 会場での飲食のみとし、持ち帰り禁止（食中毒対策） 
11. ゲーム等でボールや道具を共用する場合は、使用者（子ども）が事前（必要に応じて事後）に手を消毒するこ

とで可とする。 
 
パフォーマンス対策 
 

1. 観覧用のブルーシートは敷かない ➡ 密回避 可能な範囲でエクセル配置。 
2. 演者間の間隔確保。 演者と観客との間隔確保。  
3. ⼤声での声援を控えてもらう。 

 
設営・撤収時対策 
 

1. 設営時の飲料は紙コップを避けてペットボトルで支給。 
2. 撤収時には各自ゴミ袋に住所・名前を書いて、作業後持ち帰る。 

 


